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ド
イ
ツ
租
税
法
に
お
け
る
法
人
の
住
所

　
　
　
　
一
管
理
の
場
所
（
管
理
支
配
地
）
」
条
項
の
追
加

木
　
村
　
弘
　
之
　
亮

トイツ租税法における法人の住所

一二三

序
　
説

管
理
の
場
所

結
　
語

序
　
説

　
許
容
さ
れ
な
い
タ
イ
プ
の
国
際
租
税
回
避
を
防
止
す
る
法
的
措
置
は
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
法
的
措

置
は
、
個
別
具
体
の
租
税
回
避
事
例
毎
に
裁
判
例
に
よ
っ
て
継
続
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
基
本
構
想
に
し

た
が
っ
て
体
系
的
に
制
定
法
（
ま
ず
は
国
内
法
）
に
よ
っ
て
整
備
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
よ
り
十
全
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
本
稿
で
は
、
法
人
が
不
当
に
租
税
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
そ
の
住
所
（
本
店
な
ど
）
を
国
外
へ
異
動
さ
せ
、

又
は
お
も
に
国
内
で
事
業
活
動
を
展
開
す
る
一
方
で
本
店
を
国
外
に
設
置
す
る
事
例
に
対
抗
す
る
た
め
、
わ
が
国
の
法
人
税
法
が
管
理
支
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配
地
（
管
理
の
場
所
）
規
定
を
追
加
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ド
イ
ッ
の
法
律
規
定
及
び
判
例
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
法
人
税
法
も
ま
た
、
所
得
税
法
の
場
合
と
同
様
に
、
国
際
的
に
慣
行
と
な
っ
て
い
る
住
所
地
国
主
義
に
従
っ
て
い
る
。
同
主
義
に
よ
れ

ば
、
無
制
限
納
税
義
務
は
、
本
店
又
は
管
理
の
場
所
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
純
粋
に
法
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
本
店
（
よ
り
厳
密
に
述
べ

る
と
、
設
立
地
）
に
は
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
然
人
の
国
籍
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
、
管
理
の
場
所
の
結
節
要
素
は
、
自
然
人
の
住
所
又
は
居
所
と
比
較
し
う
る
。

　
ド
イ
ッ
法
人
税
法
第
一
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
法
人
の
場
合
、
国
内
と
の
人
的
結
節
は
国
内
に
お
け
る
本
店
又
は
管
理
の
場
所
に
よ
っ

て
つ
く
り
だ
さ
れ
る
。
法
人
を
一
方
の
国
に
振
り
分
け
る
た
め
に
は
三
つ
の
判
断
基
準
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
…
川
　
設
立
準
拠
地
法
H
当
該
会
社
の
設
立
に
際
し
準
拠
さ
れ
た
法
秩
序
へ
の
割
り
振
り

　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
図
　
管
理
本
店
”
そ
の
事
業
活
動
の
中
心
地
へ
の
割
り
振
り
、
し
た
が
っ
て
「
日
々
の
経
営
」
が
決
定
さ
れ
る
場
所
へ
の
割
り
振
り

　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
㈹
　
定
款
本
店
”
定
款
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
場
所
へ
の
割
り
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
国
際
私
法
上
、
法
人
格
を
承
認
す
る
場
合
、
設
立
地
説
と
本
店
説
が
大
き
く
対
立
し
て
い
る
。
設
立
準
拠
地
法
説
は
と
り
わ
け
ア
ン
グ

ロ
ア
メ
リ
カ
法
圏
で
流
布
し
て
い
る
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
権
利
能
力
に
と
っ
て
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
会
社
が
或
る
国
の
法
令
に
基
づ

い
て
有
効
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
管
理
本
店
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
、
重
要
で
な
い
。
A
国
で
設
立

さ
れ
た
会
社
は
、
当
該
会
社
が
そ
の
本
店
を
B
国
に
異
動
さ
せ
て
も
、
権
利
能
力
を
失
わ
な
い
。
こ
の
理
論
の
短
所
は
、
次
の
点
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
当
該
会
社
が
A
国
の
便
宜
な
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
会
社
は
B
国
の
厳
格
な
法
規
定
を
回
避
し

う
る
、
と
い
う
事
実
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
店
説
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
。
同
説
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
同
時
に
そ
の
管
理
本
店
の
国
に

設
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
設
立
本
店
と
管
理
本
店
が
相
異
な
る
国
に
あ
る
場
合
、
そ
の
会
社
は
権
利
能
力
を
失
う
。
そ
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

同
会
社
は
本
店
所
在
地
国
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
准
合
名
会
社
な
い
し
一
人
会
社
の
ケ
ー
ス
で
は
個
人
事
業
者
で
あ
る
。
本
店
所
在
地
国
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

本
店
説
に
背
を
向
け
て
権
利
能
力
を
承
認
す
べ
く
条
約
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
事
情
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
国
内
へ
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の
経
済
的
帰
属
に
照
ら
し
、
設
立
準
拠
地
法
と
管
理
本
店
が
考
え
ら
れ
る
。
正
当
に
も
法
人
税
法
第
一
条
は
後
説
に
依
拠
し
て
い
る
が
、

同
時
に
定
款
本
店
に
も
同
等
の
ウ
ェ
ー
ト
を
お
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
務
上
は
管
理
本
店
（
管
理
の
場
所
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゾ

一
．
次
的
意
義
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
九
七
七
年
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
二
〇
条
も
出
発
し
て
い
る
。

トイツ租税法における法人の住所

（
1
）
　
法
人
税
法
二
条
一
項
四
号
五
号
、
五
条
・
九
条
、
巴
＞
げ
の
」
丙
聾
Ω
・

（
2
）
毎
巨
2
お
。Q
ω
童
p
ε
営

（
3
）
＜
①
暑
巴
旨
お
ω
の
一
貫

（
4
）
ω
讐
N
琶
σ
q
ω
。。
言
・

（
5
）
Q
、
ミ
篭
ミ
｝
O
o
鳴
壽
調
ミ
3
員
oo
鼠
＆
ぎ
α
q
霞
．
、
』
O
ω
O
切
H
葺
①
ヨ
器
○
⇒
巴
。
ω
Ω
8
①
＝
の
魯
亀
δ
胃
Φ
魯
“
閃
N
」
。
。
㌦
ら
乙
鳶
俺
ミ
ミ
鳶
＞
＆
ミ
8

旦
℃
巴
雪
鼻
．
．
一
ゆ
O
切
＞
嘗
睾
α
q
N
仁
＞
財
e
」
N
国
Ω
ω
○
ω
即
N
」
●

（
6
）
　
の
⊆
窃
一
－
○
頃
Ω
。

（
7
）
＜
㎎
一
●
〇
一
Ω
○
江
①
呂
⊆
茜
＜
・
日
“
●
藤
」
㊤
。
。
㌣
匿
⊆
一
G。
＼
。
。
P
閃
舅
一
⑩
㊤
ρ
§
㊤
」
。
ゆ
9

（
8
）
肉
簿
ミ
○
ミ
○
ミ
象
§
§
o
ミ
8
＼
ヒ
o
帖
砧
＆
じ
o
甘
ミ
。
D
℃
臣
の
雲
霊
け
ω
＜
①
旨
品
一
一
魯
①
＞
づ
①
鱒
①
づ
コ
⊆
茜
窪
。
。
一
ゆ
＆
一
の
3
霞
Ω
①
の
①
一
一
零
ざ
や

ざ
コ
5
＞
評
①
ぼ
＜
g
号
あ
言
浮
8
匡
p
u
じu
一
㊤
Q。
o。
｝
・。
声
o。
“
。
。
　
肉
曾
ミ
g
鳶
○
ミ
衷
簿
§
o
ミ
麩
＼
o
ご
寒
α
q
思
o
o
量
b
霧
｝
9
①
＞
房
誉
窪
2
コ
ー

鴨
冥
○
巨
①
ヨ
ゆ
莫
冒
巨
①
3
器
g
巴
雪
Q
Φ
。
。
。
一
一
ω
3
映
一
胃
。
。
F
Z
q
≦
一
⑩
。。
。。
』
一
G。
コ
｛
，
（
図
器
）
，

（
9
）
　
本
稿
は
多
く
ミ
○
霧
ミ
き
～
○
砧
ミ
§
、
ミ
鼻
ω
ざ
幕
畦
①
魯
コ
三
Φ
3
讐
δ
轟
＝
讐
蒔
零
⊂
三
Φ
ヨ
魯
5
①
P
ヌ
o
ぎ
お
露
あ
」
o
。
・
に
依
っ
て

　
い
る
。

管
理
の
場
所

　
1
　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
管
理
の
場
所
は
国
際
租
税
法
に
お
い
て
相
当
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
結
節
点
は
、
物
的
会
社
の
法
人
税
の
無
制
限

　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

納
税
義
務
を
も
た
ら
し
、
物
的
会
社
の
国
内
か
ら
国
外
へ
の
異
動
は
清
算
課
税
を
も
た
ら
す
。
国
際
租
税
法
に
お
い
て
こ
の
管
理
の
場
所
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（
1
3
）

は
条
約
の
意
味
に
お
け
る
居
住
地
を
基
礎
づ
け
、

（
1
0
）

（
H
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
様
に
指
揮
の
場
所
と
し
て
恒
久
的
施
設
課
税
を
基
礎
づ
け
る
。

一
九
七
七
年
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
〇
条
、
一
九
九
四
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
一
項
。

法
人
税
法
第
一
条
一
項
。

ド
イ
ツ
法
人
税
法
第
一
二
条
。

一
九
九
四
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
租
税
条
約
第
四
条
一
項
。

9
け
α
①
吋
一
。
一
ε
お
’

一
九
九
四
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
租
税
条
約
第
七
条
及
び
第
五
条
二
項
a
。

100

　
2
　
概
念

　
ド
イ
ッ
で
妥
当
す
る
住
所
地
国
主
義
に
よ
れ
ば
、
無
制
限
納
税
義
務
は
本
店
（
い
わ
ゆ
る
定
款
本
店
）
又
は
管
理
の
場
所
（
い
わ
ゆ
る
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

本
店
）
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
九
七
七
年
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
〇
条
の
法
律
定
義
に
よ
れ
ば
、
管
理
の
場
所
は
、
最
高
経
営
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
中
心
地
（
管
理
支
配
地
）
で
あ
る
。
概
念
定
立
は
ド
イ
ッ
帝
国
財
政
裁
判
所
判
決
に
遡
る
。
最
高
経
営
管
理
の
中
心
地
（
管
理
支
配
地
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）
（
2
2
）

は
、
業
務
執
行
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
思
が
形
成
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
業
務
執
行
に
と
っ
て
必
要
な
（
か
な
り
重
要
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

措
置
す
べ
て
が
命
令
さ
れ
る
場
所
が
、
問
題
で
あ
る
。
管
理
の
場
所
は
、
法
人
税
法
の
場
合
及
び
一
部
で
租
税
条
約
に
お
け
る
も
う
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

つ
の
人
的
結
節
点
、
す
な
わ
ち
本
店
と
対
照
的
に
、
形
式
的
に
確
認
さ
れ
う
る
の
で
は
な
く
、
実
質
的
関
係
を
指
向
し
て
い
る
。
こ
れ
は
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巧
）

別
具
体
の
ケ
ー
ス
の
事
実
関
係
の
全
体
像
に
よ
っ
て
き
ま
り
、
し
た
が
っ
て
事
実
問
題
で
あ
る
。
事
実
的
所
与
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る

の
で
、
人
的
会
社
の
場
合
に
お
け
る
会
社
法
上
の
業
務
執
行
権
の
私
法
上
の
譲
渡
可
能
性
は
重
要
で
な
い
（
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
四
一
条
）
。

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

一
九
九
四
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
租
税
条
約
第
四
条
一
項
。

○
旨
α
零
Ω
①
ω
。
訂
｛
邑
o
一
呂
鑛
。

ζ
一
ぎ
一
2
爵
σ
α
①
『
⑳
。
の
。
訂
馬
豊
9
雪
○
げ
①
匡
巴
g
お
，
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（
1
9
）
　
即
問
鼠
と
二
巴
＝
＞
参
ω
＼
G
。
O
＜
o
B
一
①
。
①
」
8
ご
閃
閃
国
国
鱒
㊤
為
o。
●

（
2
0
）
号
篇
印
Q
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の
事
業
の
管
理
（
最
高
経
営
管
理
の
中
心
地
す
な
わ
ち
管
理
支
配
地
）
は
、
会
社
を
代
表
す
る
資
格
の
あ
る
者
が
そ
の
者
の
職
責
で
あ
る
業
務
執
行

　
を
な
す
活
動
を
展
開
し
て
い
る
そ
う
し
た
場
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に
通
常
あ
る
。
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れ
は
有
限
会
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の
場
合
一
般
に
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同
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の
業
務
執
行
人
の
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が
あ
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所
で

　
あ
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3
　
諸
類
型

　
管
理
の
場
所
が
社
員
の
影
響
力
の
行
使
の
結
果
通
常
の
場
合
か
ら
乖
離
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
場
所
を
確
認
す
る
た
め
、
ま
ず
、
定
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

的
な
状
況
（
複
数
）
が
呈
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
い
て
い
の
場
合
、
当
該
決
定
的
意
思
は
、
当
該
会
社
の
事
務
所
で
形
成
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
通
常
、
管
理
の
場
所
と
は
、
株
式
会
社
の
取
締
役
会
な
い
し
有
限
会
社
の
役
員
会
が
そ
の
事
務
所
を
有
す
る
と
こ
ろ
に
存

　
（
2
8
）
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

す
る
。
そ
し
て
、
た
い
て
い
の
場
合
、
管
理
の
場
所
は
本
店
の
場
所
と
同
一
で
あ
る
。
通
例
、
取
締
役
会
の
事
務
所
（
な
い
し
役
員
会
の
事
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務
所
）
は
管
理
の
場
所
を
き
わ
だ
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
決
定
的
意
思
が
、
当
該
会
社
外
の
事
務
所
で
形
成
さ
れ
う
る
こ

　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

と
も
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
、
事
務
所
が
な
い
場
合
に
、
理
事
、
業
務
執
行
人
、
オ
ー
ナ
ー
な
ど
の
住
所
が
考
え
ら
れ
う
る
。

　
当
該
決
定
的
意
思
が
形
成
さ
れ
る
場
所
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
当
該
表
明
さ
れ
た
意
思
表
示
が
有
効
に
な
る
場
所
又
は
当
該
命
令
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

た
措
置
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
は
重
要
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
部
か
ら
認
識
し
う
る
管
理
の
場
所
は
、
業
務
執
行
人

（
役
員
）
又
は
取
締
役
の
事
務
所
が
あ
る
場
所
に
つ
き
疑
問
の
あ
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
最
高
経
営
管
理
の
場
所
と
、
地
理
的
に
か
な
ら

ず
し
も
同
一
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
役
員
又
は
取
締
役
が
自
己
の
住
所
か
ら
業
務
を
行
う
場
合
、
そ
こ
が
管
理
の
場
所
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
大
部
分
の
か
つ
最
重
要
な
取
り
引
き
が
締
結
さ
れ
る
場
所
が
、
必
ず
し
も
つ
ね
に
最
高
経
営
管
理
の
中
心
地
（
管
理
支
配
地
）
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
業
務
経
過
が
監
視
さ
れ
、
か
つ
指
揮
さ
れ
る
か
、
又
は
場
合
に
よ
っ
て
は
ど
こ
か
ら
業
務
経
過
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

介
入
が
な
さ
れ
る
か
も
、
重
要
で
な
い
。
法
人
の
最
高
経
営
管
理
は
、
法
人
の
法
定
代
理
人
（
取
締
役
又
は
業
務
執
行
人
）
以
外
の
掌
中
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
支
配
的
社
員
以
外
の
者
が
自
己
に
留
保
さ
れ
て
い
る
判
断
に
よ
っ
て
当
該
経
常
業
務
の
清
算
に
決
定
的
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

与
え
る
場
合
、
当
該
支
配
的
社
員
は
最
高
経
営
管
理
権
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
現
実
に
決
定
的
な
影
響

力
を
及
ぼ
す
者
が
活
動
す
る
場
所
が
、
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
他
方
、
株
式
会
社
の
監
査
役
又
は
有
限
会
社
の
社
員
が
有
す
る
そ
う
し
た
権
限
の
枠
内
に
お
い
て
、
か
れ
ら
が
会
社
法
上
業
務
執
行
人

（
役
員
）
に
対
し
て
影
響
力
を
行
使
す
る
場
合
、
こ
の
行
使
は
原
則
と
し
て
管
理
の
場
所
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
む
し
ろ
、
業
務
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

へ
の
影
響
力
行
使
と
は
ケ
ー
ス
毎
の
影
響
力
を
越
え
て
お
り
、
か
つ
日
々
の
業
務
経
過
に
及
ぶ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
社
の
経

営
管
理
へ
の
社
員
の
関
与
は
、
か
れ
ら
社
員
が
監
査
役
の
職
責
を
負
っ
て
い
る
限
り
、
な
ん
ら
最
高
経
営
管
理
を
基
礎
づ
け
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
通
常
、
監
査
役
会
（
な
い
し
そ
の
長
）
の
事
務
所
は
管
理
の
場
所
で
は
な
く
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
務
所
の
な
い
と
き
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

て
も
、
監
査
役
会
の
長
な
い
し
主
た
る
社
員
の
住
所
で
も
な
い
。

　
管
理
の
場
所
が
業
務
執
行
人
（
役
員
）
の
事
務
所
に
あ
る
と
い
う
通
常
の
ケ
ー
ス
と
異
な
る
契
機
が
是
認
さ
れ
う
る
の
は
、
社
員
が
監
査
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役
と
し
て
当
該
あ
る
社
員
に
画
さ
れ
た
限
界
を
越
え
、
か
つ
取
締
役
会
又
は
役
員
会
の
事
務
所
以
外
の
場
所
で
取
締
役
の
よ
う
に
活
動
す

る
場
合
に
限
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
ド
イ
ッ
帝
国
財
政
裁
判
所
に
遡
り
う
る
こ
れ
ら
三
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
い
く
つ
か
の
状
況
を
そ
の
背
後
に
も
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
中
心
地
、
セ
ン
タ
ー
と
は
主
に
当
該
事
業
の
管
理
が
行
わ
れ
る
場
所
に
あ
る
。
通
常
、
こ
れ
は
相
応
の
営
業
所
の
な
か
で
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

事
業
の
管
理
が
分
散
し
て
行
わ
れ
る
場
合
、
経
済
的
及
び
組
織
的
に
最
も
有
意
義
な
機
関
が
問
題
で
あ
る
。
通
常
の
場
合
、
最
高
管
理
の

決
議
は
当
該
会
社
の
営
業
所
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
法
律
が
事
業
の
管
理
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
場
合
、
技
術
管
理
で
は
な
く
経
営
管
理
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
経
営
管
理
と
技
術
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

理
が
区
分
さ
れ
て
異
な
る
場
所
に
あ
る
場
合
、
経
営
管
理
の
場
所
が
判
断
基
準
と
さ
れ
う
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
（
事
業
の
）
管
理

に
と
っ
て
必
要
な
重
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
が
命
じ
ら
れ
る
場
所
だ
け
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
表
明
さ
れ
た
意
思
表
示
が
有

効
に
な
る
場
所
、
又
は
当
該
命
じ
ら
れ
た
措
置
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
は
、
考
慮
さ
れ
な
い
。

　
最
高
経
営
管
理
と
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
意
思
決
定
が
同
所
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
、
及
び
当
該
事
業
に
と
っ
て
最
も
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
措
置
が
問
題
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
必
然
的
に
当
該
会
社
の
存
在
の
基
本

問
題
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
結
果
、
経
営
管
理
決
定
が
問
題
で
あ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
通
常
の
場
合
、
業
務
執
行
機
関
に
よ
っ
て
下
さ
れ
、
か
つ
同
僚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
（
4
7
）

よ
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
る
。
判
例
及
び
文
献
に
よ
れ
ば
、
業
務
執
行
人
が
滞
在
す
る
場
所
、
業
務
執
行
人
が
そ
の
意
思
を
形
成
す
る
場
所

が
、
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
業
務
執
行
人
の
命
令
が
実
行
に
移
さ
れ
、
か
つ
遂
行
さ
れ
る
場
所
は
重
要
で
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
外

国
法
人
の
業
務
執
行
人
が
国
内
か
ら
事
務
を
と
り
そ
し
て
国
外
で
そ
の
者
の
指
図
が
た
ん
に
遂
行
さ
れ
る
場
合
、
当
該
外
国
法
人
は
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

ツ
に
お
い
て
無
制
限
納
税
義
務
を
負
う
。
か
く
し
て
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
郵
便
受
け
社
が
国
内
に
お
い
て
無
制
限
納
税
義
務
を
負
う
こ

　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
50
）

と
と
な
る
。
最
高
経
営
管
理
者
と
し
て
、
株
式
会
社
の
取
締
役
及
び
有
限
会
社
の
業
務
執
行
人
が
問
題
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
支
配
的
社
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（
51
）

員
が
会
社
法
上
の
影
響
力
行
使
の
可
能
性
を
越
え
て
み
ず
か
ら
事
実
上
の
事
業
管
理
を
執
る
場
合
に
、
支
配
的
社
員
も
ま
た
問
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

　
　
業
務
執
行
人
な
い
し
事
実
上
の
業
務
執
行
人
兼
社
員
が
外
国
に
居
り
、
か
つ
同
地
か
ら
当
該
国
内
企
業
を
管
理
す
る
場
合
、
判
例
は
逆
で
あ
る
。
す

　
な
わ
ち
、
指
図
の
賦
与
と
し
て
の
事
業
の
管
理
は
二
段
階
の
過
程
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
業
務
執
行
人
は
賦
与
す
べ
き
指
図
に
つ
い
て
意
思
決
定
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
者
が
滞
在
す
る
場
所
で
行
わ
れ
る
。
次
に
、
当
該
指
図
は
指
図
受
領
者
に
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、

　
業
務
執
行
人
の
活
動
は
当
該
指
図
の
受
入
れ
で
も
っ
て
よ
う
や
く
終
了
す
る
。
そ
れ
故
、
業
務
執
行
人
は
そ
の
活
動
を
当
該
会
社
の
本
店
で
、
す
な
わ

　
ち
国
内
で
従
事
す
る
。
国
外
に
居
住
す
る
業
務
執
行
人
の
国
外
活
動
が
国
外
で
の
み
限
定
的
に
及
ぶ
場
合
に
限
っ
て
、
例
外
が
成
立
す
る
、
と
。
こ
の

　
判
例
の
見
解
は
二
段
階
説
と
呼
ば
れ
、
そ
の
根
拠
は
次
の
点
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
業
務
執
行
人
の
滞
在
地
を
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
通

　
説
に
生
じ
る
そ
う
し
た
実
務
上
の
諸
問
題
は
二
段
階
説
に
よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
二
段
階
説
は
、
租
税
高
権
を
適
正
に
限
界
づ
け
る
こ

　
と
も
で
き
る
。
物
的
会
社
の
経
済
的
能
動
活
動
が
外
国
に
お
い
て
行
わ
れ
、
同
国
に
そ
の
営
業
所
が
あ
り
、
か
つ
同
僚
が
同
国
で
労
働
す
る
場
合
に
お

　
い
て
、
業
務
執
行
人
が
国
内
に
居
住
し
、
か
つ
そ
の
者
の
住
居
か
ら
本
質
的
意
思
決
定
を
下
す
と
い
っ
た
事
実
は
、
当
該
会
社
を
内
国
会
社
に
す
る
こ

　
と
を
正
当
化
し
な
い
。
独
立
の
団
体
と
し
て
の
当
該
会
社
に
と
っ
て
、
同
社
の
事
業
者
の
意
思
決
定
が
実
行
に
移
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
場
所
が
、
国
内
経

　
済
又
は
国
外
経
済
と
の
決
定
的
、
実
質
的
関
連
性
の
判
断
基
準
で
あ
る
。
国
が
、
当
該
会
社
の
活
動
に
よ
っ
て
最
も
強
く
関
連
性
を
生
じ
さ
駕
型
。
最

　
後
に
、
こ
の
二
段
階
説
が
統
一
的
判
断
基
準
に
し
た
が
っ
て
二
つ
の
事
例
を
判
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
二
段
階
説
を
支
え
て
い
る
。
結
論
に
お
い
て
、

　
こ
の
こ
と
は
郵
便
受
け
会
社
の
場
合
、
通
説
と
異
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
外
の
会
社
本
店
の
設
立
及
び
国
外
に
お
け
る
業
務
執
行
人
の
選
任
は
仮

　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
装
行
為
と
し
て
又
は
租
税
回
避
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
通
説
は
、
前
叙
の
二
段
階
説
と
異
な
り
、
会
社
法
上
の
見
方
と
異
な
っ
て
い
る
。
管
理
の
場
所
は
、
「
企
業
の
管
理
の
基
本
的
決
定
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

実
質
的
に
経
常
の
業
務
執
行
行
為
に
移
し
か
え
ら
れ
る
」
場
所
に
あ
る
。
（
取
締
役
会
な
ど
の
）
決
議
が
国
内
で
な
さ
れ
そ
し
て
国
外
で
当
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

会
社
の
事
業
で
実
行
に
移
さ
れ
る
場
合
、
会
社
法
上
そ
の
管
理
本
店
は
外
国
に
あ
り
、
租
税
法
上
は
管
理
の
場
所
は
国
内
に
あ
る
。
ド
イ
ツ

租
税
通
則
法
第
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
管
理
の
場
所
（
管
理
所
）
は
恒
久
的
施
設
と
み
な
さ
れ
る
。
個
人
事
業
者
又
は
人
的
会
社
の
場
合
、
国

内
の
管
理
の
場
所
は
制
限
納
税
義
務
だ
け
を
も
た
ら
す
が
、
し
か
し
法
人
の
場
合
、
無
制
限
納
税
義
務
を
も
た
ら
す
。
管
理
の
場
所
（
管

理
所
）
の
評
価
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
重
要
な
相
違
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
う
る
。
法
人
の
場
合
、
そ
の
背
後
に
い
る
者
で
は
な
く
、
会
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（
5
9
）

社
そ
れ
自
体
及
び
そ
の
活
動
だ
け
が
基
準
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

　
多
国
籍
企
業
の
場
合
、
管
理
の
場
所
の
特
定
は
、
意
思
形
成
の
場
所
が
判
断
基
準
と
さ
れ
る
場
合
、
相
当
困
難
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

法
人
の
意
思
は
法
人
機
関
と
し
て
の
自
然
人
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
意
思
決
定
を
す
る
者
の
特
定
（
最
高
経
営
管
理
者
は
だ
れ
か
？
）

及
び
場
所
の
特
定
（
ど
こ
で
そ
の
者
が
決
定
を
く
だ
し
た
か
？
）
は
困
難
で
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
通
常
の
場
合
、
株
式
会
社
の
取
締
役
及

び
有
限
会
社
の
業
務
執
行
人
が
、
最
高
経
営
管
理
者
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餅
）

　
法
律
上
の
取
締
役
が
実
際
に
事
業
を
管
理
し
て
い
る
と
い
う
推
定
は
、
は
た
ら
か
な
い
。
個
別
具
体
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
法
律
上
の
代

（
62
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

表
と
事
実
上
の
最
高
経
営
管
理
が
一
致
し
な
い
場
合
、
実
質
的
最
高
経
営
管
理
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
実
務
で
は
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に
外

国
社
員
（
外
国
親
会
社
）
の
国
内
子
会
社
の
場
合
で
あ
り
、
し
か
し
ま
た
国
内
社
員
（
国
内
親
会
社
）
又
は
外
国
社
員
（
外
国
親
会
社
）
の
外
国

会
社
の
場
合
に
も
し
ば
し
ば
、
自
由
に
決
定
さ
れ
る
業
務
執
行
人
で
あ
っ
て
、
当
該
会
社
の
法
律
上
の
機
関
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
有
限

会
社
の
登
記
済
み
業
務
執
行
人
又
は
ス
イ
ス
株
式
会
社
の
管
理
委
員
会
が
活
動
的
で
な
く
、
か
つ
有
限
会
社
の
業
務
が
支
配
人
又
は
ス
イ

ス
株
式
会
社
の
業
務
が
代
表
権
の
あ
る
取
締
役
に
よ
っ
て
実
際
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
場
合
、
所
論
に
よ
れ
ば
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
〇

条
の
意
味
に
お
け
る
管
理
の
場
所
は
、
こ
の
支
配
人
又
は
取
締
役
が
滞
在
す
る
場
所
に
あ
る
。
あ
る
い
は
、
二
名
の
管
理
者
か
ら
な
る
ベ

ル
ギ
ー
匿
名
組
合
の
ケ
ー
ス
を
考
え
て
み
よ
う
。
一
人
の
管
理
者
は
ド
イ
ッ
に
、
も
う
一
人
は
オ
ラ
ン
ダ
に
在
住
す
る
。
し
か
し
、
両
者

と
も
に
当
該
匿
名
組
合
の
業
務
を
指
揮
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
該
会
社
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
住
所
の
あ
る
代
表
権
の
あ
る
取
締
役
を
有
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
法
律
上
の
取
締
役
と
事
実
上
の
取
締
役
の
一
致
の
推
定
は
ま
っ
た
く
間
違
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

高
管
理
の
場
所
は
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
。

　
ひ
と
つ
の
会
社
が
複
数
の
登
記
済
み
業
務
執
行
人
、
取
締
役
又
は
管
理
委
員
会
を
有
し
、
か
つ
か
れ
ら
が
相
異
な
る
国
々
に
居
住
す
る
、

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
稀
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
国
内
に
居
住
す
る
業
務
執
行
人
（
取
締
役
、
管
理
委
員
な
ど
）
が
当
該
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

の
業
務
を
取
り
し
き
っ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
国
内
に
お
け
る
最
高
経
営
管
理
の
場
所
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
内
に
居
住
す
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る
業
務
執
行
人
（
も
ま
た
と
緒
に
指
揮
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
十
分
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
最
高
経
営
管
理
」
の
場
所
が
問
題
だ

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ひ
と
り
の
者
の
支
配
的
地
位
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
会
社
は
管
琿
の
場
所
を
ま
っ
た
く
有
し
な
い
。
そ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

合
に
は
、
同
社
の
本
店
が
問
題
と
な
る
。
外
国
会
社
と
経
営
管
理
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
も
、
国
内
の
人
的
会
社
の
管
理
の
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

は
依
然
と
し
て
国
内
に
あ
る
。

　
そ
の
会
社
が
事
務
所
を
ま
っ
た
く
使
っ
て
い
な
い
た
め
、
最
高
指
揮
権
が
企
業
の
営
業
を
執
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
事
態
は
と
く

に
面
倒
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
持
株
会
社
に
つ
い
て
考
え
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
持
株
会
社
の
業
務
は
、
常
設
の
事
務

所
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
持
株
会
社
の
業
務
量
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
社
の
業
務
執
行
人
が
、
同
社
と
な
ら
ん
で
、
さ
ら
に
同
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

の
商
社
の
た
め
に
活
動
し
て
い
て
も
、
よ
い
。
一
名
の
業
務
執
行
人
が
数
百
社
を
「
指
揮
管
理
」
す
る
ケ
ー
ス
が
、
考
え
ら
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

　
純
粋
な
持
株
会
社
の
場
合
、
同
社
の
定
款
に
定
め
ら
れ
た
目
的
に
し
た
が
っ
て
も
っ
ぱ
ら
資
本
参
加
持
分
が
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

の
ほ
か
に
、
業
務
活
動
は
存
し
な
い
。
被
参
加
会
社
に
対
す
る
持
株
会
社
の
影
響
力
行
使
は
、
同
社
が
社
員
と
し
て
有
す
る
範
囲
を
越
え

な
い
。
か
く
し
て
、
真
性
の
持
株
会
社
の
業
務
執
行
は
次
の
機
能
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
参
加
の
保
有
株
券
の
管
理
、

収
益
の
回
収
、
収
益
の
使
用
の
た
め
の
指
図
の
受
領
、
帳
簿
の
記
帳
と
通
信
業
務
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
、
外
国
に
定
住
す
る
者
に
よ
っ
て
、

外
国
で
従
事
さ
れ
る
場
合
、
管
理
の
場
所
は
外
国
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
国
内
の
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
、
管
理
の
場
所
は
国

　
　
　
（
7
1
）

内
に
あ
る
。

　
企
業
が
固
有
の
営
業
所
を
使
用
し
、
か
つ
同
所
に
実
際
に
も
代
理
権
を
有
す
る
者
が
居
る
場
合
に
お
い
て
、
本
質
的
意
思
決
定
が
こ
の

営
業
所
の
外
で
下
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
管
理
の
場
所
が
異
動
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
と
く
に
、
支
配

　
　
（
7
2
）

的
社
員
の
影
響
力
行
使
が
考
え
ら
れ
う
る
。
そ
の
場
合
、
企
業
の
最
高
経
営
管
理
と
社
員
に
よ
る
（
会
社
法
上
の
）
支
配
と
を
識
別
す
べ
き

問
題
が
、
提
起
さ
れ
る
。
理
論
上
は
、
両
領
域
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
社
員
が
大
幅
に
当
該
業
務
執
行
に
影
響
力
を
行
使

す
る
場
合
、
境
界
線
は
流
動
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
、
実
際
の
事
情
が
問
題
で
あ
る
。
「
主
た
る
社
員
が
そ
の
者
の
資
本
参
加
持
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分
に
基
づ
い
て
、
当
該
企
業
に
対
し
て
支
配
的
影
響
力
を
行
使
し
う
る
可
能
性
を
有
す
る
、
と
い
っ
た
状
況
は
、
そ
の
者
を
た
だ
ち
に
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

該
企
業
の
主
宰
者
（
需
一
§
）
と
考
え
る
こ
と
を
正
当
化
し
な
い
。
」
。
社
員
は
そ
の
会
社
を
「
支
配
」
し
て
も
、
「
指
揮
（
経
営
管
理
）
」
し
な
い
。

こ
の
相
違
は
実
務
に
お
い
て
し
ば
し
ば
微
妙
で
あ
る
。
裁
判
例
が
く
り
か
え
し
こ
の
よ
う
な
識
別
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
、
驚

　
　
　
　
　
（
7
4
）

く
に
値
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

　
国
境
を
越
え
る
支
配
従
属
会
社
関
係
は
、
従
属
会
社
の
管
理
の
場
所
が
支
配
会
社
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

属
会
社
自
体
が
考
え
ら
れ
る
。
従
属
会
社
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
活
動
す
る
と
こ
ろ
に
、
管
理
の
場
所
を
有
す
る
。
例
外
の
ヶ
ー
ス
で

の
み
、
従
属
会
社
の
最
高
経
営
管
理
の
中
心
地
（
管
理
支
配
地
）
が
支
配
会
社
の
管
理
の
場
所
に
異
動
す
る
。
そ
の
場
合
、
従
属
会
社
は
支

配
会
社
の
事
業
所
に
な
る
。
支
配
会
社
が
実
際
に
、
当
該
従
属
会
社
の
業
務
執
行
に
必
要
な
（
か
な
り
重
要
な
）
措
置
す
べ
て
を
決
定
す
る

場
合
、
し
た
が
っ
て
従
属
会
社
が
実
際
の
行
動
に
お
い
て
も
支
配
会
社
の
た
ん
な
る
事
業
部
門
に
な
り
さ
が
っ
て
い
る
場
合
、
そ
う
で
あ

（
7
7
）
る
。　
判
例
に
よ
れ
ば
、
管
理
の
場
所
の
特
定
は
個
別
ケ
ー
ス
ご
と
に
お
い
て
事
実
問
題
で
あ
る
。
そ
の
際
、
当
該
企
業
に
と
っ
て
重
要
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

思
が
だ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ど
こ
で
形
成
さ
れ
る
か
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
国
内
に
お
け
る
管
理
の
場
所
の
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

認
に
と
っ
て
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
か
な
り
重
要
な
企
業
意
思
決
定
が
実
際
に
国
内
の
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
管
理
支
配
に
と
っ
て
決
定
的
と
な
る
意
思
が
形
成
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　
複
数
の
場
所
で
事
業
の
管
理
が
分
散
し
て
行
わ
れ
る
場
負
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
〇
条
に
よ
り
基
準
と
な
る
量
口
畢
呂
管
理
の
中
心
地
（
管
理
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
）

配
地
）
と
は
、
事
実
関
係
の
全
体
像
を
み
て
、
組
織
の
L
、
経
済
の
上
で
も
っ
と
も
有
意
義
な
機
関
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
81
）

支
店
の
場
所
で
は
、
企
業
の
最
高
経
営
管
理
は
行
わ
れ
な
い
。

　
会
社
で
は
法
定
代
理
人
（
取
締
役
又
は
業
務
執
行
人
）
に
よ
っ
て
意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
の
で
、
管
理
の
場
所
は
、
こ
れ
が
な
さ
れ
る
場

所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
、
他
の
機
関
に
よ
っ
て
支
配
を
う
け
て
い
る
従
属
会
社
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
る
。
従
属
会
社
は
、
支
配
会

107
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社
の
一
事
業
部
門
に
す
ぎ
な
い
、
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
具
体
の
ケ
ー
ス
で
い
わ
ゆ
る
管
理
の
場
所
が
特
定
で
き
な
い
場
合
、
当
該
納
税
者
の
本
店
が
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
一
条
に
よ
り
補

充
的
に
基
準
と
な
る
。
ひ
と
つ
の
会
社
の
財
産
が
複
数
の
国
に
お
い
て
独
立
し
て
、
か
つ
相
互
に
依
存
せ
ず
に
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
82
｝

個
別
具
体
の
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
最
高
経
営
管
理
が
完
全
に
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
場
合
、
本
店
が
基
準
と
な
る
。

　
基
地
会
社
の
場
合
、
国
内
の
社
員
は
実
際
の
事
業
の
管
理
に
す
べ
て
の
範
囲
に
わ
た
っ
て
関
与
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

外
国
に
居
る
業
務
執
行
人
（
役
員
）
に
対
し
会
社
法
上
の
影
響
力
が
行
使
さ
れ
る
だ
け
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。

　
営
業
の
分
割
の
ケ
ー
ス
で
は
、
外
国
占
有
会
社
は
そ
の
統
一
的
活
動
意
思
だ
け
に
よ
っ
て
は
、
当
該
国
内
営
業
会
社
の
本
店
所
在
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
84
）

お
い
て
管
理
の
場
所
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

　
い
わ
ゆ
る
分
割
会
社
の
場
合
、
残
余
財
産
が
管
理
さ
れ
て
い
る
場
所
に
、
当
該
事
業
の
管
理
の
場
所
が
あ
る
。
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＜
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①
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）
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）
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）

　
㎝
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O
】
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旨
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Qo
」
㊤
①
ρ
ω
聾
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。

参
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ω
悶
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＼
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＜
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58
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⇒
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Q
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閃
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（
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①
y
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ω
一
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一
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ρ
刈
O
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●

即
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（
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。
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G
o
y
菊
碧
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一
㊤
Go
一
矯
oo
一
鳶
即
問
＝
－
⊂
暮
①
鵠
o
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一
＞
Go
鱒
oo
＼
o
o
鱒
＜
0
5
一
。
鱒
」
㊤
oo
ω
，
即
ω
5
一
」
㊤
oo
ρ
“
⑬
㎝
篇
＜
＞
一
〇〇
＼
G
o
①
＜
o
B
匿
。

一
〇
G

Q
O
o
”
閉
四
ω
こ
W
一
’
一
㊤
G
Q
O
O
鴇
QO
一
ω
｝
一
W
男
】
国
－
｝
W
①
ω
o
『
一
⊆
ω
の
（
甲
づ
　
ω
ー
一
＼
刈
一
　
＜
O
b
θ
一
㎝
9
一
一
。
一
〇
刈
一
4
ω
ω
自
W
一
●
一
㊤
刈
⑲
目
①
Qo
旧
ω
田
，
一
田
1
¢
『
一
①
一
一
＜
一
GQ
O
O
＼
㎝
OO

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
8
三
匙
一
●
国
内
に
居
住
す
る
（
内
国
会
社
の
）
業
務
執
行
人
で
、
一
時
的
に
外
国
に
滞
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
①
’
一
〇
〇〇
G
Q
噂
ω
幹
ω
一
●
一
〇
Qo
ω
＝
露
㎝
噂
①
ま
。

　
O
、
o
ミ
偽
ミ
」
員
oo
ε
象
⇒
鵯
㌧
に
噂
国
Ω
切
Ω
切
一
暮
①
毎
讐
一
〇
づ
巴
①
ω
Ω
o
ω
①
一
｝
の
9
帥
津
o。
㌧
0
3
“
コ
N
」
“

　
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
四
一
条
二
項
。

　
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
四
二
条
。

ω
o
ミ
α
o
o
o
o
き
箋
（
問
p
O
y
ω
‘
①
“
需
、

ω
O
缶
－
⊂
旨
9
一
く
N
国
一
〇
＼
、
o
o
㎝
＜
o
ヨ
曽
e
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’
お
o
o
ρ
切
Ω
＝
N
O
8
8
P
曽
ド

ω
○
ミ
σ
の
の
き
箋
（
問
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y
ω
’
①
O
●

ω
o
ミ
o
の
o
D
き
箋
（
男
野
O
y
ω
’
①
9

ミ
o
o
D
の
轟
d
b
、
（
男
ロ
●
O
y
の
’
望
忠
’

ou

箋
。
っ
器
葺
9
訣
ε
忌
噂
u
一
①
ゆ
婁
①
仁
霞
巨
讐
ロ
8
3
器
8
巴
＜
①
三
〇
。
算
①
⇒
霞
O
⑪
の
①
＝
の
3
a
①
け
雪
、
｝
丙
o
一
巳
雪
。
。
噂
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曾
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旧
箆
轟
や

　
く
○
罫
。
、
O
器
α
①
暮
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①
一
暮
①
ヨ
呂
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巴
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け
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①
霞
。
9
一
。
噂
ζ
言
9
窪
お
β
ω
」
。。
●

（
6
2
）
注
£
霞
。
－
く
①
葺
⑩
葺
お
●

（
63
）
巳
①
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①
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①
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魯
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＼
ン
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尋
ミ
q
巴
壽
・
＼
O
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ぼ
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⇒
国
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窪
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＼
≦
o
一
h
窓
鼠
牢
①
畳
。
犀
P

　
内
聾
Ω
一
畠
｝
ζ
冒
9
雪
一
〇
〇
♪
㈱
一
弓
N
。
o。
9
一
〇
〇
●

　
4
　
二
重
課
税
条
約
上
の
管
理
の
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

　
一
九
九
四
年
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
一
項
の
条
文
は
、
同
条
約
に
い
う
者
が
居
住
す
る
と
こ
ろ
の
締
約
国
を
規
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
同
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
一
項
一
文
は
固
有
の
定
義
を
与
え
て
お
ら
ず
、
締
約
国
の
国
内
法
令
を
参
照
さ
せ
て
い
る
。

　
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
に
準
じ
て
締
結
さ
れ
た
二
重
課
税
条
約
に
つ
い
て
、
同
条
約
第
四
条
一
項
一
文
は
国
内
法
令
に
基
づ
く
概
念
定

立
を
指
示
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
会
社
が
双
方
の
締
約
国
に
お
い
て
管
理
の
場
所
を
有
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
条
約
四
条
三
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

の
抵
触
規
定
に
よ
れ
ば
、
実
質
的
管
理
の
場
所
が
規
準
と
さ
れ
て
い
る
。
第
四
条
三
項
の
枠
内
に
お
い
て
、
「
事
業
の
管
理
」
概
念
は
自

律
的
に
、
す
な
わ
ち
条
約
自
体
か
ら
、
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ッ
租
税
通
則
法
第
一
〇
条
は
事
実
関
係
（
実
質
的
関
係
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
9
）

そ
の
判
断
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、
第
一
〇
条
も
条
約
の
解
釈
の
た
め
に
招
致
さ
れ
う
る
。
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
三
項
に
規
定
す
る
抵
触

規
範
は
、
ド
イ
ツ
と
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
日
本
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
リ
ベ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
二
重
課
税
条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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三
　
結
　
語

トイツ租税法における法人の住所

　
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
租
税
法
に
お
け
る
法
人
の
住
所
H
「
管
理
の
場
所
」
条
項
の
追
加
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
五
三
号
（
一
九
九
四
と
〇
七
頁

以
下
に
お
い
て
論
及
し
た
よ
う
に
、
許
容
し
が
た
い
類
型
の
国
際
租
税
回
避
を
防
止
し
う
る
法
的
措
置
が
わ
が
国
に
お
い
て
も
さ
ら
に
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。
連
合
王
国
で
は
「
管
理
支
配
地
」
概
念
が
無
制
限
納
税
義
務
の
結
節
要
素
と
し
て
判
例
法
上
展
開
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
、
今
日
の
国
際
的
租
税
回
避
の
横
行
に
対
し
そ
の
概
念
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
分
に
演
じ
き
れ
な
い
た
め
に
、
あ
ら
た
に
「
本
店
」

概
念
が
無
制
限
納
税
義
務
の
結
節
点
と
し
て
法
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
個
別
具
体
の
租
税
事
件
を
解
決
す
る
裁
判
例
が
、
問
題
の
領

域
を
体
系
的
に
実
質
的
正
義
に
か
な
っ
た
よ
う
に
法
理
論
を
展
開
す
る
わ
け
で
な
い
の
で
、
絶
え
ず
新
手
の
国
際
租
税
回
避
行
為
が
裁
判

例
の
網
の
目
を
く
ぐ
ろ
う
と
努
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
他
方
、
ド
イ
ッ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
は
、
「
本
店
」
お
よ
び
「
管
理
の
場
所
」
（
後
者
は
ほ
ぼ
イ
ギ
リ
ス
の
「
管
理
支
配
地
」
に
相
応
す
る
。
）

概
念
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
後
者
に
つ
い
て
判
例
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
立
法
者
が
立
法
時
に
お
け
る
問
題
の
領
域
を
広
く
精
査

し
一
定
の
価
値
判
断
を
く
だ
し
こ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
な
法
制
度
を
構
成
す
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
価
値
適
合
的
な
法
制
度
は
個
別
の
紛

争
事
件
の
具
体
的
妥
当
な
解
決
を
め
ざ
す
裁
判
よ
り
、
一
般
に
汎
用
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

　
わ
が
国
で
も
、
憲
法
が
基
本
的
に
社
会
的
法
治
国
家
（
い
わ
ゆ
る
福
祉
国
家
）
を
目
指
す
の
で
、
そ
の
歳
入
需
要
の
充
足
の
た
め
国
民
（
自

然
人
と
法
人
と
を
問
わ
ず
）
は
重
い
税
負
担
を
求
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
高
福
祉
高
負
担
）
。
そ
の
結
果
、
内
国
法
人
が
無
制
限
納

税
義
務
を
の
が
れ
る
目
的
で
、
そ
の
本
店
（
定
款
本
店
）
を
国
外
に
異
動
さ
せ
る
一
方
、
管
理
の
場
所
（
管
理
本
店
）
を
国
内
に
と
ど
め
て
お

く
事
例
が
次
第
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
に
対
処
し
う
る
法
規
定
「
管
理
の
場
所
（
管
理
支
配
地
）
」
を
追
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
と
類
似
の
目
的
か
ら
、
外
国
親
会
社
が
そ
の
子
会
社
を
国
外
に
設
立
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
実
質
的
管
理
の
場
所
（
実
質
的
な
管
理
本

店
）
を
日
本
国
内
に
設
け
る
場
合
、
当
該
子
会
社
は
日
本
に
住
所
（
本
店
）
を
有
さ
ず
、
恒
久
的
施
設
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
結
果
、
113
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こ
こ
で
は
「
二
重
住
所
」
の
問
題
は
生
じ
な
い
こ
と
と
な
り
、
租
税
条
約
の
関
係
規
定
（
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
一
二
項
）
は
適
用
さ
れ

る
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
提
言
す
る
「
管
理
の
場
所
」
（
管
理
本
店
）
の
追
加
規
定
が
日
本
の
法
人
税
法
等
に
導
入
さ
れ
る
な
ら
ば
、

右
の
事
例
で
は
「
二
重
住
所
」
が
生
じ
う
る
の
で
、
O
E
C
D
モ
デ
ル
条
約
第
四
条
三
項
に
相
当
す
る
二
国
間
租
税
条
約
の
関
係
規
定
が

右
の
二
重
住
所
を
薮
ぼ
①
葵
す
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
い
ず
れ
の
法
人
も
日
本
国
内
で
無
制
限
納
税
義
務
を
負
う
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
法
人
税
法
の
国
際
化
の
一
歩
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
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